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はじめに
● 国立国会図書館 東日本大震災アーカイブ

（愛称「ひなぎく」）の設計に関与
– 根本的な機能・設計思想ありきの計画がスタート

● 情報を集積しアーカイブすること
● 記録した情報を公開して利用してもらうこと

– 設計段階ではユーザ像がいまいち不鮮明だった
● ユーザ中心で要求分析する必要があった
● 人間中心設計のプロセスを適用

● 本報告ではその概要と結果を解説

SQiP2013



2013年9月13日 SQiP2013, Copyright © Jun Iio 4

ひなぎく NDL東日本大震災アーカイブ

http://kn.ndl.go.jp/
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検討のポイント
● 「ペルソナ」を定義

– システムを使用する想定ユーザ
● 人間中心設計（Human Centered Design）

の方法論を最大限に活用

● 初期段階完成後，専門家の目でレビュー
– レビューア：人間中心設計専門家
– ※本来は専門家がもう少し開発に踏み込めればよ

かったという反省点も残された．→後述
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人間中心設計とは
● システムを利用する人間の立場を中心に設計

– ISO9241-210（旧ISO13407）で標準化

人間中心設計の
必要性の特定

要求事項に対する
設計の評価

システムが特定の
ユーザ及び組織の
要求事項を満足

利用の状況の
把握と明示

設計による
解決策の作成

ユーザと組織の
要求事項の明示

必要に応じて
適宜繰り返す

SQiP2013
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システム開発と人間中心設計

出典：飯尾 淳, 清水浩行, "人間中心設計：1. なぜ使いにくい情報システムが
生まれるのか？," 情報処理, Vol.54, No. 1, pp. 4-9, 2013.
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作業の位置付け

検証結果
改善点
リスト
および
メモ

要求分析
ペルソナ
定義・ペー
パープロト
タイピング

システム
設計
（概念設計
詳細設計）

システム
開発・
テスト

ユーザビリ
ティ検証
（ヒューリ
スティック
調査）

● 前半：
– 要求分析とペーパープロトタイピング

● 後半：
– ヒューリスティック調査によるユーザビリティ検証

SQiP2013
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要求分析とペーパープロトタイピング
1. 想定されるユーザや関係者を対象として，10件のヒア

リングを実施，利用イメージの基礎資料を収集した
2. ヒアリングで収集したシステムの利用イメージを複数の

グループに分類したうえで，代表的な使い方を2件ピッ
クアップした

3. ピックアップした利用イメージに基づき，簡易なユーザ
像（ペルソナ）を想定，それぞれの利用シーンにおける
操作シナリオを作成した

4. 上記の操作シナリオを踏まえて，システム画面のペー
パープロトタイプを作成，システムが備えるべき機能項
目を画面から洗い出すとともに，ユーザビリティを向上
させるための画面設計上のポイントを検討した
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ワークショップ / 構造化シナリオ法

参考文献[7] 柳田宏治，上田義弘，郷健太郎，高橋克実，早川誠二，山崎和彦，
“構造化シナリオ手法の提案,” 人間中心設計，Vol. 6, No. 1, pp. 21-27, 2010.

SQiP2013



2013年9月13日 SQiP2013, Copyright © Jun Iio 12

ヒューリスティック分析の手順
● 対象は既にできあがったシステム
● 評価者は3名の人間中心設計専門家

● 手順
1. 事前に評価項目を送り，問題点の指摘や課題の抽出を依頼
2. 評価者を会議室に集め，3時間弱にわたる評価会議を実施
3. 実際にシステムを操作しながら下記について議論

● 「事前の検討で得られた要求が適切に実装できているポイント」
● 「要求として挙げられていたものの実現できていないポイント」
● 「実装して操作してみて分かった改善のポイント」

SQiP2013
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分析における評価項目
SQiP2013
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ヒアリング記録からのシナリオ抽出と
ペルソナの設定
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２つのペルソナ
SQiP2013
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指摘された課題

※ 緊急: 現状では利用者に誤解や混乱を与えている設計又は実装に関するもの．
    重要: 改善することで利用者の利便性が大きく向上すると考えられる設計又は実装に関するもの．
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課題の例
SQiP2013
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効果に関する考察
● 現場をよく知るスタッフ＋HCD専門家の体制
● ペルソナ，ユースケースは2件

– ヒアリング10件，予算・期間とのトレードオフ
● 事後のヒューリスティック分析で52件の指摘

– 作業プロセスに課題が残った
– 実際の開発，画面設計レビューで反映が望ましい

● 人間中心設計の観点を取り入れたプロジェクト
管理ツール→今後の課題

SQiP2013
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まとめ
● システム開発の事前・事後で人間中心設計の手

法を適用，評価
● システムが具備すべき機能の明確化とユーザビ

リティ向上のためのポイントを抽出
● 開発後にさらに検証，改善点を明示
● ユーザビリティを向上するために汎用的に適用
可能な方法

● 今回適用した方法に加えてログによる検証や
A/Bテストなど，様々な向上策の適用が今後の
課題
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